








として,ポ ス トモダニズムと称される芸術様式まで含む複製,つ まり記号として機能するシミュラー
クルが無際限に氾濫する大衆消費社会が出現 したのである。
本稿は,現代の消費社会を素描するパラダイム構築へ向けた形而上学的取 り組みの一端であるが,
モノの特性と同時に,そ の本質がどのように変遷 してきたのかについて,ジ ャン・ボー ドリヤール,
ワルター ・ベンヤ ミン,フ レドリック・ジェイムソンの理論を援用 しながら,近代以降の資本制生産
様式の漸進的変動の見地から考察 した。
キ ー ワ ー ド:商 品化,記 号,シ ミ ュラ ー ク ル,消 費 社 会
1.モ ノの特 性 と本 質 の変遷
一市場資本主義時代一
後期近代以降,と くに先進諸国 において過去
類 を見な い 「モ ノの再 生産 原理」 に依拠 して
「商品化」 が行 われて きた。 本稿 におけ る商品
化 とは生産関係にお ける労働力 の売買ではな く,
生産市場の拡大のために,産 業資本 が 「モノ」
.を再帰 的に 「生 み直 し」,販 売可能 な商品資本
のコ レクシ ョンを蓄積 してい く戦 略であ る。
グローバル経済の進展 に伴 って,と りわけ,
商 品化 に関す る意思決定 や市場 の拡張に欠 かす
ことので きない高度 に専門化 された経 営戦 略が
行 われ る 「グローバル都市(globalcity)」一
ニ ュー ヨーク,ロ サ ンゼルス,パ リ,ロ ン ドン,
東京 といった先進 国主要都市 に加え,香 港,バ
ンコク,台 北,サ ンパ ウロ,メ キ シコシテ ィな
ども含まれ る(Sassen2001)一において,か
つ てない規模 でモノが溢れ,そ して時 に生 産力
が追 いつかな くな るほ どの速度 で消費 されてい
る。 ボー ドリヤールは,こ の過程 において消費
者の 内面で引 き起 こされる(モ ノの客観 的生産
性 との)葛 藤を 「心理的窮乏化」 と呼ぶ(Bau-
drillard1970)o
本稿 で は,ジ ェイム ソン(Jameson1991)
によ る 「市場 資本主義(marketcapitalism)」
(1700～1850),「独 占資本 主 義(monopoly
capitalisrn)」(1850～1945),「後期 資本 主 義
(latecapitalism)」な い し 「多 国籍 資本主 義
(multinationalcapitalism)」(1960～)の概i
念 図式 に依拠す ることで,資 本制生産様式 の通
時性 の見地か ら,モ ノの特性 および本質 の歴史
的展 開につ いて概観 する。
現代 的な特性 と本質 を内包 す るモ ノは,市 場
資本主義が勃興 した18世紀に出現 した。簡 潔に
述べ れば市場資本主義は,レ ッセ フェールの原
理 を背景 に中小多数の産業資本が 自由競争 を展
開 し,蒸 気駆動 の生産技術 に依存 した工場制機













至上命令 とする芸術一 「バロック」 と 「現実主
義(Realism)」一である。
市民革命を経て新たな支配層となった資本家





































のシ ミュラークルの 「本質」に関 しては,その
二重性に留意 しなければならない。労働者階級
にとってのキッチュ(模造品)は,基 本的には
生活手段であ り,生 存への即時的寄与 という
「使用価値」として機能していた。























として転用 された帰結であるが,ガ ジェッ ト
(マシャン)と は 「何とかという物」,「名もな
い物」,つまり実用性に乏 しい発明品一無駄な















































































































社会的な意味を他者 に表示す る差異化記号 とし
てあ らゆ る主体 に所有 され るのであ る。消費衝
動 が,「あ る特定 のモ ノへ の欲求 で はな くて,
差異への欲求(社 会的な意味へ の欲望)」(Bau-
drillard1970=1995:95)として既成 事 実化
した とき,モ ノの特性 た る複製可能性 は,「再
生産」か ら 「シ ミュレーシ ョン」の次元 に移行
す る(Baudrillard1976)。今 日の多 国籍 産業
資本 によ る商 品化戦 略は,消 費者 の差異へ の希
求を予測 した上 で,あ る実在 を模倣 した一実在
に見 せかけた一モデルを創 出 し,そ れ を循環 的
に置換 して い く原理 を基盤 とす るので あ り,
「シ ミュ レー シ ョン ・モデル」 一これ らは常 に
先行 して,過 去 のあ らゆ る高 尚文化 と大衆文化
との折 衷 とい う 「ポス トモ ダニ ズ ム(post-
modernism)」の形式的特徴を成 して い る一を
基盤 に して,「 ポス トフォーデ ィズム」 の もと
で第三 の シ ミュラー クルは無 限増殖 す るのであ
る。キ ッチュ(ブ ラン ド物 の服飾,家 電製品,
乗用車)は,も はや再生産 にあた って実在 に依
拠 しな い。それ らは,デ ー タベー ス化 され た過
去 の記号 を自在 に復刻,あ るいは組み合 わせ て
出来 たモデル の複 製で しかない。「キ ッチ ュは
シ ミュ レーシ ョンの美学 を生みだす。実物 よ り
大 きいあるいは小 さい複製 を作 った り,素 材 を
(漆喰 やプ ラスチ ックで)模 造 した り,あ る形
をわざと無器用 にまねてみた り,ち ぐは ぐに組
み合 わせ た りして,キ ッチュは実 際に体験 した
わけで もない流行を反復す る。」(Baudrillard
1970=1995:155)また,商 品化 の基 盤 た るシ
ミュレー シ ョンは,ガ ジェッ ト(現 代 の場合,
携帯電話 や,芸 術 の新たな複製技術 と して機能
す るオーデ ィオ機 器な どが該 当)に も適用 され
てい る。
では,独 占資本主義の時代では既 に差異表示
記号であ った芸術 については どうか とい うと,
単 にその様式の体系が,モ ダニズ ムか らポス ト
モ ダニズ ムに代わ っただ けで あ り,記 号(キ ッ

















































































要 で あ る。
ま た,80年 代 に 入 っ て 加 速 した 階 層 の 二 極 化
に よ っ て,モ ノ を 記 号 と して 消 費 す る た め の 資
本 を 慢 性 的 に 欠 い た,文 化 的 目 標(地 位 お よ び
威 信 の 獲 得)の 欺 瞞 に 直 面 す る 貧 困 層 が 増 大 し
て い る。 し た が っ て,消 費 と い う 行 為 そ の も の
の 持 続 可 能 性 を 新 た な 差 異 の メ ル ク マ ー ル と 捉
え る バ ウ マ ン(Bauman2000)の 議 論 を 考 慮
に 入 れ な が ら,消 費 衝 動 の 動 態 に 関 して も 精 緻
な 分 析 が 求 め られ よ う 。
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